
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海老名市立有馬小学校 学校だより 

平成 30 年７月 19 日 号 
校長 村松 かおり 

 
 

はるにれ 
８・９月の主な行事予定  ＊変更の可能性もあります。 

8/27 日(月) ２学期始業式 短縮日課４校時(～31 日まで) 

有中学区４校合同引き渡し訓練 

２８日(火) ありまっ子応援団運営委員会 

２９日(水) 身体計測(５･６年)  

ひまわり級水泳学習 

３０日(木) 身体計測(３･４年) 

9/１日(土) 避難所運営訓練 

３日(月) 朝会 給食開始 身体計測(1･2 年･ひまわり級) 

     草取り週間(～７日まで) 

５日(水) 運動会係打ち合わせ①(５･６年) 

６日(木) PTA 常任委員会 

１０日(月) 音楽朝会 

１１日(火) 運動会全校練習① 

１２日(水) 委員会活動 

１８日(火) 運動会全校練習② 

１９日(水) 運動会係打ち合わせ②(５･６年) 

２１日(金) 運動会前日準備(５･６年５校時) 

      普通日課４校時(１～４年) 

２２日(土) 運動会 

２５日(火) 運動会振替休日 

２６日(水) 運動会後片付け(６年６校時) 

      普通日課５校時(１～５年) 

☆学校訪問相談(金曜日) １４日・２８日 

HAPPY SUMMER VACATION 

 多くの被害を出した西日本豪雨の後、未だ登校の目

処が立たない小中学校もあるといいます。級友が命を

落としたり学校が避難所として使用されたりする中

で、歯を食いしばっている子どもたちの姿を想像する

と、無力感に襲われるばかりです。せめて、目の前に

いる有馬の子どもたちの安全・安心な生活のために力

を尽くし、笑顔一杯の夏休みへ送り出すこと。そう思

いながら「あと○日」とカウントダウンしていました。

明後日からの夏休み、誰にとっても思い出に残る楽し

い日々でありますように…と、例年の倍も三倍も強く

願わずにはいられません。 

 時間割に沿って生活することから離れる長期休業

は、時間の使い方の自由度が上がる反面、自分をコン 

トロ―ルする力が試される期間です。初めて宿題付き

の夏休みを迎える１年生は１年生なりに、６年生はさ

らに忙しくなる来年の夏への準備も兼ねて、それぞれ

の発達段階に応じた計画性や自主性が求められます。 

24 時間テレビが放送される頃、イラストの少年のよう

にしゃかりきにならなくて済むように、折を見てのお

声掛けや励ましをお願いいたします。 

         最後になりますが、この４か月に

いただいた数々のご支援・ご協力あ

りがとうございました。来学期も運

動会を皮切りに色々とお世話になる

ことと思います。よろしくお願いし

ます。 

猛暑が続きます。健康に気をつけてお過ごしください。 

ありまっ子と地域の未来を育む 

「地域とともにある学校」を目指すコミュニテ

ィ・スクール（学校運営協議会制度）が、市内全

小中学校でスタートします。本校でも 6/26(火)

に第１回学校運営協議会が開催されました。学校

評議員・ありまっ子応援団運営委員として学校を

支えてくださった方々を中心に、学校運営方針の

承認、学校や地域の課題、児童への支援について

協議します。学校と保護者・地域が協働して子ど

もたちの健やかな成長を支えることを目指し、有

馬小の実態に即して知恵を出し合っていきます。 

《学校運営協議会委員》 

石川 榮一 さん（学校評議員）＊会長 

古郡 宗正 さん（学校評議員）＊副会長 

山口 慎二 さん（学校評議員） 

二見 隆江 さん（ありまっ子応援団地域コーディネーター） 

鈴野 トミ さん（ありまっ子応援団委員長） 

宮台 寿鶴栄さん（主任児童委員） 

小松  明 さん（PTA 会長） 

＊他に、有馬小校長・教頭が加わります。 

トンガへ届け！学用品 

 「台風被害を受けたトンガの子どもたちに、ノート

と鉛筆を送ろう」という取組を６月末に始めました。

児童会運営委員の呼びかけのもと、約２週間を経て、

ノート 101 冊、鉛筆 337 本が集まりました。ご提

供くださったご家庭の皆様ありがとうごさいました。 

 「渡せるものはないかな？」と引き出しや戸棚を探

す中で、使用しないまま忘れられたり、必要以上にた

め込んだりした学用品の存在に気づくこともあった

かと思います。鉛筆１本に困っているトンガの子ども

たちに心を寄せることが、自分自身の 

物の使い方を振り返るきっかけにも 

つながることを願っています。 


